このお 譚は、 わたしが 少年の 頃に、 安寧 寺と 云 ふお 

寺の 和尚さん から 聞いた ぉ譚 です。 和尚さん は、 いい 

か、 この 譚の もとは、 この 村に、 幾 百年 だか 判らない 

ほど 古くから 言 ひ 伝へ てあつた 譚ぢ や、 忘れずに ゐて 

くれ —— と、 斯う 云って 話された のです。 

た，； 1 ま 

それ、 ここから 見える あの 田甫ぢ や、 あれが、 この 

むかし あし 

村の 開けない ずっと 往昔 は 一 面の 沼だった のぢ や、 蘆 

や 蒲が 生え 茂って ゐて、 鳩 だの 鴨 だのが 沢山 ゐ たもん 

ぢゃ。 今 学校の ある 丘の 上に は、 長 鍬の 長者と 云 ふ 田 

が 千 町、 畑が 千 町、 山が 千 町 合せて 三千 町の 土地 を 持 

つた 豪い 長者が 住んで をった のぢ や。 



底本 ： 「定本 野 口 雨 情 第 六 巻」 未来 社 

1986 (昭和 S) 年 9 月 お 日 第 ー 版 第 ー 刷 発行 

初出 ： 「小学 男 生」 

1921 (大正^) 年 8 月 号 

入力： 林 幸 雄 

校正 ： 今 井忠夫 

2 003 年：：： 月 M 日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



